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①旅行業法及びこれに基づく命令

第�問 以下の問 1.〜問 14.の各設問について、該当するものをそれぞれの選択肢から一つ選び、

問 15.〜問 25.の各設問について、該当するものをそれぞれの選択肢からすべて選び、解答

用紙にマークしなさい。 （配点 �点×25）

問1. 報酬を得て、次の行為を事業として行う場合、旅行業又は旅行業者代理業の登録を要しない

ものはどれか。

a. 語学留学をあっせんする会社が、留学希望者の依頼を受けて現地までの航空券及びホテルを

手配する行為

b. 宿泊事業者が、自ら提供する宿泊サービスと他人の経営するゴルフ場のゴルフプレーをセッ

トにした宿泊プランを販売する行為

c. 結婚式場が、旅行業者が実施する企画旅行の募集パンフレットを配布し、旅行の申込みの受

付及び旅行代金を収受する行為

d. 観光協会が、旅行者からの依頼を受け宿泊の手配を行い、当該宿泊施設から手数料を受け取

る行為

問2. 旅行業又は旅行業者代理業の登録に関する次の記述から、正しいものだけをすべて選んでい

るものはどれか。

(ア) 旅行業者代理業者が、所属旅行業者を変更しようとする場合は、新たな旅行業者を所

属旅行業者として、主たる営業所の所在地を管轄する都道府県知事が行う新規登録を

受けなければならない。

(イ) 第�種旅行業者が、登録業務範囲を地域限定旅行業に変更しようとするときは、主た

る営業所の所在地を管轄する都道府県知事が行う変更登録を受けなければならない。

(ウ) 法人である第�種旅行業者の代表者の氏名に変更があったときは、観光庁長官が行う

変更登録を受けなければならない。

a. (ア) (イ) b. (ア) (ウ) c. (イ) (ウ) d. (ア) (イ) (ウ)

問3. 次の記述のうち、旅行業又は旅行業者代理業の登録の拒否事由に該当しないものはどれか。

a. 申請前�年以内に旅行業務又は旅行サービス手配業務に関し不正な行為をした者

b. 法人であって、その役員のうちに申請前�年以内に旅行業法に違反して、罰金の刑に処せら

れた者があるもの

c. 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

d. 営業所ごとに法の規定による旅程管理業務を行う主任の者を確実に選任すると認められない

者
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問4. 旅行業務取扱管理者に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行業者等は、その営業所の旅行業務取扱管理者として選任した者の全てが欠けるに至った

ときは、新たに旅行業務取扱管理者を選任するまでの間は、その営業所においてすべての旅

行業務を取り扱ってはならない。

b. 旅行業者等は、旅行業務を取り扱う者が�人である営業所についても、旅行業務取扱管理者

を選任しなければならない。

c. 本邦外の旅行業務を取り扱う営業所にあっては、法第�条第�項第�号から第�号までのい

ずれにも該当しない者で、総合旅行業務取扱管理者試験に合格した者を選任しなければなら

ない。

d. 旅行業者等は、旅行業務取扱管理者について、苦情の解決に関する講習を受講させることそ

の他の旅行業務取扱管理者の職務に関し必要な知識及び能力の向上を図るための措置を講ず

るよう努めなければならない。

問5. 次の記述のうち、旅行業務取扱管理者が管理及び監督しなければならない職務として定めら

れていないものはどれか。

a. 法第 12 条の�の規定による取引条件の説明に関する事項

b. 旅行に関する苦情の処理に関する事項

c. 法第 12 条の規定による料金の掲示に関する事項

d. 旅行業の有効期間の更新の登録の申請及び登録事項の変更の届出に関する事項

問6. 旅行業約款に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

a. 他の旅行業者を代理して企画旅行（参加する旅行者の募集をすることにより実施するものに

限る。）契約を締結することができる旅行業者等は、その営業所において、当該他の旅行業

者の旅行業約款を旅行者に見やすいように掲示し、又は旅行者が閲覧できるように備え置か

なければならない。

b. 登録行政庁が旅行業約款を認可するときの基準の一つとして、旅行業者の適正な利益を害す

るおそれがないものであることが定められている。

c. 旅行業者が現に認可を受けている旅行業約款について、旅行中の損害の補償に関する事項を

変更しようとするときは、登録行政庁の認可を受けることを要しない。

d. 旅行業者代理業者は、その営業所において、自ら定めた旅行業約款を旅行者に見やすいよう

に掲示し、又は旅行者が閲覧できるように備え置かなければならない。
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問7. 取引条件の説明及び取引条件の説明をする際に交付する国土交通省令・内閣府令で定める事

項を記載した書面に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行業者等は、企画旅行（参加する旅行者の募集をすることにより実施するものに限る。）

の参加者数があらかじめ企画者が定める人員数を下回った場合に、当該企画旅行を実施しな

いこととするときは、その旨及び当該人員数を説明しなければならない。

b. 旅行業者等は、書面の交付に代えて、旅行者の承諾を得て、当該書面に記載すべき事項を国

土交通省令・内閣府令で定める情報通信の技術を利用する方法により提供することができ

る。

c. 旅行業者は、旅行に関する相談に応ずる行為に係る旅行業務について契約を締結しようとす

るときは、旅行者に取引条件の説明をしなければならない。

d. 旅行業者等は、対価と引換えに、旅行に関するサービスの提供を受ける権利を表示した書面

を交付する場合でも、書面を交付しなければならない。

問8. 旅行業務に関し契約を締結したときに交付する国土交通省令・内閣府令で定める事項を記載

した書面に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行業者代理業者が所属旅行業者を代理して手配旅行契約を締結したときは、その旨並びに

当該旅行業者代理業者の氏名又は名称及び住所並びに登録番号を書面に記載しなければなら

ない。

b. 旅行業者等は、旅行業務に関し取引をする者（旅行者を除く。）と旅行業務に関し契約を締

結したときは、国土交通省令で定める場合を除き、当該契約に係る旅行業務取扱管理者の氏

名を書面に記載しなければならない。

c. 旅行業者等は、旅行者と企画旅行契約を締結した場合であって、当該旅行に旅程管理業務を

行う者が同行しないときは、旅行地における企画者との連絡方法を書面に記載しなければな

らない。

d. 旅行業者は、旅行に関する相談に応ずる行為に係る旅行業務について旅行者と契約を締結し

たときは、遅滞なく、書面を交付しなければならない。

問9. 次の記述のうち、企画旅行に参加する旅行者を募集するための広告の表示事項として定めら

れていないものはどれか。

a. 企画者の氏名又は名称及び住所並びに登録番号

b. 旅行者が提供を受けることができる運送、宿泊又は食事のサービスの内容に関する事項

c. 旅行者が提供を受けることができるサービスに、専ら企画旅行実施のために提供される運送

サービスが含まれる場合にあっては、当該運送サービスの内容を勘案して、旅行者が取得す

ることが望ましい輸送の安全に関する情報

d. 法第 12 条の�に規定する書面の交付を行う旨
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問10. 誇大広告の禁止に関する次の記述から、誤っているものだけをすべて選んでいるものはどれ

か。

(ア) 感染症の発生の状況その他の旅行地における衛生に関する事項は、誇大表示をしては

ならない事項として定められている。

(イ) 旅行業者等は、企画旅行の広告についてのみ、著しく事実に相違する表示をし、又は

実際のものよりも著しく優良であり、若しくは有利であると人を誤認させるような表

示をしてはならない。

(ウ) 旅行業者等の業務の範囲、資力又は信用に関する事項は、誇大表示をしてはならない

事項として定められていない。

(エ) 旅行地の景観、環境その他の状況に関する事項は、誇大表示をしてはならない事項と

して定められている。

a. (ア) (イ) b. (ア) (エ) c. (イ) (ウ) d. (ウ) (エ)

問11. 「法第 13 条（禁止行為）」に関する次の記述から、正しいものだけをすべて選んでいるもの

はどれか。

(ア) 旅行業者等が、宿泊のサービスを提供する者（旅館業法第�条の�第�項に規定する

営業者を除く。）と取引を行う際に、当該者が住宅宿泊事業法第�条第�項の届出を

した者であるかどうかの確認を怠る行為は、禁止行為に該当する。

(イ) 旅行業者等が旅行者に対し、旅行地において施行されている法令に違反する行為を行

うことをあっせんする旨の広告をしても、便宜を供与しなければ禁止行為には該当し

ない。

(ウ) 旅行業者等は、旅行業務に関し取引をする者に対し、その取引に関する重要な事項に

ついて、故意に事実を告げず、又は不実のことを告げる行為をしてはならない。

a. (ア) (イ) b. (ア) (ウ) c. (イ) (ウ) d. (ア) (イ) (ウ)

問12. 次の記述のうち、旅行業協会が適正かつ確実に実施しなければならない業務として定められ

ていないものはどれか。

a. 旅行業務及び旅行サービス手配業務に関する取引の公正の確保又は旅行業、旅行業者代理業

及び旅行サービス手配業の健全な発達を図るための調査、研究及び広報

b. 旅行業務又は旅行サービス手配業務の取扱いに従事する者に対する研修

c. 旅行業務に関し社員である旅行業者を所属旅行業者とする旅行業者代理業者と取引をした旅

行者に対し、その取引によって生じた債権に関し弁済をする業務

d. 旅行業者の取り扱った旅行業務に関する旅行者からの苦情の解決のための当該旅行業者の営

業所への立入調査
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問13. 旅行業協会が行う苦情の解決に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行業協会は、社員以外の旅行業者等が取り扱った旅行業務に関する苦情について、旅行者

から解決の申出があったときは、その相談に応じなければならない。

b. 旅行業協会は、旅行業務又は旅行サービス手配業務に関する苦情についての解決の申出、当

該苦情に係る事情及びその解決の結果について、社員に周知させなければならない。

c. 社員は、旅行業協会から苦情の解決について、必要な資料の提出を求められたときは、正当

な理由がないのに、これを拒んではならない。

d. 旅行業協会は、旅行者から旅行業者等が取り扱った旅行業務に関する苦情の解決について申

出があったときは、当該旅行業者等に対し、必ず文書若しくは口頭による説明を求め、又は

資料の提出を求めなければならない。

問14. 弁済業務保証金に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

a. 保証社員は、毎事業年度終了後においてその弁済業務保証金分担金の額が増加することとな

るときはその終了の日の翌日から 100 日以内に、その増加することとなる額の弁済業務保証

金分担金を旅行業協会に納付しなければならない。

b. 旅行業協会は、旅行業者から納付された弁済業務保証金分担金を、その旅行業者の主たる営

業所の最寄りの供託所に供託しなければならない。

c. 旅行業協会が供託している弁済業務保証金から弁済を受ける権利を実行しようとする旅行者

は、その債権について登録行政庁の認証を受けなければならない。

d. 保証社員又は当該保証社員を所属旅行業者とする旅行業者代理業者と取引をした旅行者が、

その取引によって生じた債権に関し弁済を受けることができるのは、当該保証社員が旅行業

協会に納付している弁済業務保証金分担金の額の範囲内までである。
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問15. 次の記述のうち、「法第�条（目的）」に定められていないものをすべて選びなさい。

a. 旅行業等を営む者の適正な利潤の確保

b. 旅行業務に関する取引の公正の維持

c. 旅行業等を営む者が組織する団体の国際交流の促進

d. 旅行者の利便の増進

問16. 登録業務範囲に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選びなさい。

a. 第�種旅行業者は、すべての旅行業務を取り扱うことができる。

b. 第�種旅行業者は、本邦外の企画旅行（参加する旅行者の募集をすることにより実施するも

のに限る。以下、この問において同じ。）を実施することはできない。

c. 第�種旅行業者は、本邦外の企画旅行は実施できないが、一の企画旅行ごとに一の拠点区域

内において実施される企画旅行は実施できる。

d. 地域限定旅行業者は、他の旅行業者が実施する本邦外の企画旅行について、当該他の旅行業

者を代理して企画旅行契約を締結することができる。

問17. 旅行業務の取扱いの料金（企画旅行に係るものを除く。）に関する次の記述のうち、正しい

ものをすべて選びなさい。

a. 旅行業務の取扱いの料金は、契約の種類及び内容に応じて定率、定額その他の方法により定

められ、旅行者にとって明確なものでなければならない。

b. 旅行業者代理業者は、その営業所において、所属旅行業者が定めた旅行業務の取扱いの料金

を旅行者に見やすいように掲示しなければならない。

c. 旅行業者は、事業の開始前に、旅行業務の取扱いの料金を定め、登録行政庁の認可を受けな

ければならない。

d. 旅行業者は、旅行業務の取扱いの料金の額を変更したときは、遅滞なく登録行政庁にその旨

を届け出なければならない。

問18. 次の記述のうち、旅行業約款に記載しなければならない事項として定められているものをす

べて選びなさい。

a. 旅行業務の取扱いの料金その他の旅行者との取引に係る金銭の収受に関する事項

b. 旅行中の損害の補償に関する事項

c. 契約の変更及び解除に関する事項

d. 責任及び免責に関する事項
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問19. 次の記述のうち、企画旅行契約の締結に当たって、取引条件の説明をする際に交付する書面

に記載すべき事項として、国土交通省令・内閣府令で定められているものをすべて選びなさ

い。

a. 当該契約に係る旅行業務を取り扱う営業所の名称及び所在地

b. 当該契約に係る旅行業務取扱管理者の氏名及び旅行者の依頼があれば当該旅行業務取扱管理

者が最終的には説明を行う旨

c. 旅行業務の取扱いの料金に関する事項

d. 企画者の氏名又は名称及び住所並びに登録番号

問20. 外務員に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選びなさい。

a. 旅行業者等は、外務員の証明書を携帯させた者でなければ、外務員としての業務に従事させ

てはならない。

b. 旅行業者代理業者の外務員の証明書は、国土交通省令で定められた様式によって、その所属

旅行業者が発行しなければならない。

c. 外務員は、旅行者が悪意であったときを除き、その所属する旅行業者等に代わって、旅行者

との旅行業務に関する取引について一切の裁判外の行為を行う権限を有するものとみなす。

d. 外務員は、その業務を行うときは、旅行者から請求があったときに限り、外務員の証明書を

提示しなければならない。

問21. 企画旅行の円滑な実施のための措置に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選びなさ

い。

a. 旅行業者は、本邦外の旅行について、旅行に関する計画に定めるサービスの内容の変更を必

要とする事由が生じた場合は、代替サービスの手配及び当該サービスの提供を受けるために

必要な手続の実施その他の措置を講じなければならない。

b. 旅行業者は、旅行に関する計画における�人以上の旅行者が同一の日程により行動すること

を要する区間における円滑な旅行の実施を確保するために必要な集合時刻、集合場所その他

の事項に関する指示をしなければならない。

c. 旅行業者は、旅行に関する計画に定めるサービスの旅行者への確実な提供を確保するために

旅行の開始前に必要な予約その他の措置を講じなければならない。

d. 旅行業者は、本邦内の旅行であって、契約の締結前に旅行者に、旅程管理の措置を講じない

旨を説明し、かつ、当該旅行に関する計画に定めるサービスの提供を受ける権利を表示した

書面を交付した場合は、旅行地において旅行に関する計画に定めるサービスの提供を受ける

ための必要な手続の実施その他の措置を講じることを要しない。
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問22. 受託契約に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選びなさい。

a. 旅行業者は、他の旅行業者が実施する企画旅行（参加する旅行者の募集をすることにより実

施するものに限る。）について、受託契約を締結したときは、旅行業者代理業の登録を受け

なくても、委託旅行業者を代理して企画旅行契約を締結できる。

b. 地域限定旅行業者は、第�種旅行業者の受託旅行業者となることはできない。

c. 委託旅行業者及び受託旅行業者は、受託契約において、委託旅行業者を代理して企画旅行契

約を締結することができる受託旅行業者又はその受託旅行業者代理業者の営業所を定めてお

かなければならない。

d. 旅行業者代理業者は、その所属旅行業者の承諾を得た場合であれば、他の旅行業者と直接受

託契約を締結することができる。

問23. 次の記述のうち、登録行政庁が旅行業者等に命ずることができる措置（業務改善命令）とし

て定められているものをすべて選びなさい。

a. 旅行業約款を変更すること。

b. 旅行者に生じた損害を賠償するために必要な金額を担保することができる保険契約を締結す

ること。

c. 旅行業務の取扱いの料金又は企画旅行に関し旅行者から収受する対価を変更すること。

d. 旅行業務取扱管理者を解任すること。

問24. 登録の取消し等に関する次の記述のうち、登録の取消事由に該当するものをすべて選びなさ

い。

a. 旅行業者等が、登録を受けてから�月以内に事業を開始していないと認められるとき。

b. 旅行業者等が、不正の手段により変更登録を受けたとき。

c. 旅行業者等が、旅行業法若しくは旅行業法に基づく命令又はこれらに基づく処分に違反した

とき。

d. 旅行業者等の役員が、道路交通法に違反して罰金の刑に処せられたとき。

問25. 旅行サービス手配業に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選びなさい。

a. 旅行サービス手配業者は、営業所ごとに、�人以上の旅行サービス手配業務取扱管理者を選

任しなければならない。

b. 旅行サービス手配業の登録の有効期間は、登録の日から起算して�年である。

c. 旅行サービス手配業者は、運送サービス（専ら企画旅行の実施のために提供されるものに限

る。）を提供する者に対し、輸送の安全の確保を不当に阻害する行為を行ってはならない。

d. 旅行サービス手配業者は、旅行サービス手配業務を他人に委託する場合においては、他の旅

行サービス手配業者又は旅行業者に委託しなければならない。
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②旅行業約款、運送約款及び宿泊約款

第�問 標準旅行業約款に関する以下の問 1.〜問 17.の各設問について、該当するものをそれぞれの

選択肢から一つ選び、問 18.〜問 20.の各設問について、該当するものをそれぞれの選択肢

からすべて選び、解答用紙にマークしなさい。 （配点 �点×20）

問1. 募集型企画旅行契約の部に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

a. 「国内旅行」とは、本邦内のみの旅行をいい、「海外旅行」とは、本邦外のみの旅行をいう。

b. 旅行の参加に際し、特別な配慮を必要とする旅行者は、契約の申込時に申し出なければなら

ないが、この申出に基づき、旅行業者が旅行者のために講じた特別な措置に要する費用は、

旅行業者の負担となる。

c. 旅行業者は、国内旅行の契約の履行に当たって、手配の全部を手配を業として行う者その他

の補助者に代行させることはできない。

d. 旅行業者が法令に反せず、かつ、旅行者の不利にならない範囲で書面により特約を結んだと

きは、その特約が約款の定めに優先する。

問2. 募集型企画旅行契約における契約書面及び確定書面に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

a. 旅行業者は、契約の締結前に、旅行者に、旅行日程、旅行サービスの内容、旅行代金その他

の旅行条件及び旅行業者の責任に関する事項を記載した契約書面を交付しなければならな

い。

b. 旅行業者は、契約書面において、確定された旅行日程、運送若しくは宿泊機関の名称を記載

できない場合には、当該契約書面において利用予定の宿泊機関及び表示上重要な運送機関の

名称を限定して列挙することができる。

c. 旅行業者は、確定書面を交付するときは、必ず旅行開始日の前日までの契約書面に定める日

までに交付しなければならない。

d. 旅行業者が、契約書面又は確定書面の交付に代えて情報通信の技術を利用する方法により当

該書面に記載すべき事項を提供するときは、旅行者の承諾を要しない。
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問3. 募集型企画旅行契約における契約の変更に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

a. 旅行業者は、旅行業者の関与し得ない事由が生じた場合で、旅行の安全かつ円滑な実施を図

るためやむを得ないときは、契約内容を変更できるが、必ず旅行者にあらかじめ速やかに当

該事由が旅行業者の関与し得ないものである理由及び当該事由との因果関係を説明しなけれ

ばならない。

b. 確定書面に利用航空会社として記載したA航空の過剰予約受付により、座席の不足が発生

したため契約内容を変更してB航空を利用した結果、旅行の実施に要する費用が増加した

場合、旅行業者は当該契約内容の変更の際に増加した範囲内で旅行代金を増額することがで

きる。

c. 旅行者が、旅行業者の承諾を得て、契約上の地位を第三者に譲り渡した場合、契約上の地位

を譲り受けた第三者が残りの旅行代金を支払う義務を負う。

d. 利用する運送機関について適用を受ける運賃・料金の減額がなされたときは、それが通常想

定される程度を大幅に超えるものでない場合であっても、旅行業者はその減少額だけ旅行代

金を減額しなければならない。

問4. 次の記述から、旅行者が旅行開始前に募集型企画旅行契約を解除するに当たって、取消料の

支払いを要するものだけをすべて選んでいるものはどれか。（いずれも取消料の支払いを要

する期間内の解除とする。）

(ア) 確定書面に記載された入場予定の美術館の入場が不可能となったとき。

(イ) 一親等の親族が死亡したため、旅行者が契約の解除を申し出たとき。

(ウ) 旅行の目的地において大地震が発生し、旅行の安全かつ円滑な実施が不可能となるお

それが極めて大きいとき。

(エ) 旅行者が旅行の開始地である空港に行くために利用した交通機関が大幅に遅れたこと

により、搭乗予定便の出発時刻に間に合わないことが判明したとき。

a. (ア) (イ) b. (ア) (ウ) c. (イ) (エ) d. (イ) (ウ) (エ)
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問5. 募集型企画旅行契約における旅行開始前の旅行業者による契約の解除に関する次の記述のう

ち、正しいものはどれか。（いずれも旅行者に理由を説明しているものとする。）

a. 旅行開始日がピーク時でない海外旅行において、旅行者の数が契約書面に記載した最少催行

人員に達しないため契約を解除するときは、旅行業者は、旅行開始日の前日から起算してさ

かのぼって 23 日目に当たる日より前に、旅行者に旅行を中止する旨を通知しなければなら

ない。

b. 旅行業者は、旅行者が病気により旅行に耐えられないと認められるときは、旅行者の承諾を

得なければ契約を解除することができない。

c. 旅行業者は、旅行者があらかじめ旅行業者が明示した参加旅行者の条件を満たしていないこ

とが判明した場合でも、契約成立後は契約を解除することができない。

d. スキーを目的とした国内日帰り旅行において、滑降に必要な積雪量が不足しているという理

由で契約を解除するときは、旅行業者は、旅行開始日の前日から起算してさかのぼって�日

目に当たる日より前に、旅行を中止する旨を旅行者に通知しなければならない。

問6. 募集型企画旅行契約における旅程管理に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行業者は、代替サービスの手配を行うに際し、旅行日程を変更するときは、変更後の旅行

日程が当初の旅行日程の趣旨にかなうものとなるよう努めなければならない。

b. 旅行者は、旅行開始後旅行終了までの間において、団体で行動するときは、旅行を安全かつ

円滑に実施するための旅行業者の指示に従わなければならない。

c. 旅行業者は、旅行の内容により添乗員その他の者を同行させ、旅程管理業務その他当該旅行

に付随して旅行業者が必要と認める業務の全部又は一部を行わせることがある。

d. 旅行業者は、旅行中の旅行者が、疾病、傷害等により保護を要する状態にあると認めたとき

は、必要な措置を講ずることがあり、この場合、当該措置に要した費用は常に旅行業者の負

担となる。

問7. 募集型企画旅行契約における責任に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行者は、契約を締結するに際しては、旅行業者から提供された情報を活用し、旅行者の権

利義務その他の契約の内容について理解するよう努めなければならない。

b. 手配代行者の過失（重大な過失がある場合を除く。）により旅行者�名がその手荷物�個に

損害を被った場合、旅行業者は、手荷物�個につき 15 万円、合計 30 万円を限度として賠償

しなければならない。

c. 旅行者が旅行参加中に、旅行業者の過失により身体に傷害を被ったときは、損害発生の翌日

から起算して�年以内に旅行業者に対して通知があったときに限り、旅行業者はその損害を

賠償する責に任じる。

d. 旅行業者は、旅行者が運送機関の旅行サービス提供の中止等の旅行業者又は手配代行者の関

与し得ない事由により損害を被った場合は、その損害を賠償する責に任じない。
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問8. 特別補償に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

a. 海外企画旅行に参加した旅行者が、添乗員から解散を告げられたのち、帰宅途中に交通事故

に遭い死亡した場合、旅行業者は死亡補償金を支払わない。

b. 旅行業者は、旅行業者又は手配代行者に故意又は過失があった場合に限り、旅行者が企画旅

行参加中にその生命、身体又は手荷物の上に被った一定の損害について、あらかじめ定める

額の補償金及び見舞金を支払う。

c. 旅行者�名に対し入院見舞金と後遺障害補償金を重ねて支払うべき場合、旅行業者は後遺障

害補償金の額から入院見舞金の額を控除した残額を旅行者に対して支払う。

d. 旅行者があらかじめ定められた企画旅行の行程から離脱する場合において、離脱及び復帰の

予定日時をあらかじめ旅行業者に届け出ていたときは、旅行業者は、当該旅行者がその離脱

中に事故により負傷して入院したときに要した治療費及び入院諸費用を支払う。

問9. 特別補償規程における最初の運送・宿泊機関等の「サービスの提供を受けることを開始した

時」に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。（添乗員、旅行業者の使用人又は

代理人によって受付が行われない場合とする。）

a. 運送・宿泊機関等が鉄道であるときは、改札の終了時又は改札のないときは当該列車の出発

時

b. 運送・宿泊機関等が船舶であるときは、乗船手続の完了時

c. 運送・宿泊機関等が宿泊機関であるときは、当該施設への入場時

d. 運送・宿泊機関等が航空機であるときは、乗客のみが入場できる飛行場構内における手荷物

の検査等の完了時

問10. 旅程保証に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 確定書面が交付された場合には、契約書面の記載内容と確定書面の記載内容との間又は確定

書面の記載内容と実際に提供された旅行サービスの内容との間に変更補償金の支払い対象と

なる契約内容の重要な変更が生じたときは、それぞれの変更につき�件として取り扱う。

b. 旅行業者は、旅行者�名に対して�企画旅行につき支払うべき変更補償金の額が 1,000 円未

満であるときは、変更補償金を支払わない。

c. 変更補償金の支払いが必要となる場合、変更補償金の算定において適用される�件当たりの

率は、旅行開始前と旅行開始後で異なるが、「旅行開始前」とは、当該変更について旅行開

始日の前日までに旅行者に通知した場合をいい、「旅行開始後」とは、当該変更について旅

行開始当日以降に旅行者に通知した場合をいう。

d. 旅行業者が支払うべき変更補償金の額は、旅行者�名に対して�企画旅行につき、旅行代金

に 15 ％未満の旅行業者が定める率を乗じた額をもって限度とする。
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問11. 受注型企画旅行契約における契約の締結に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ

か。

a. 旅行業者は、企画書面において、旅行代金の内訳として企画に関する取扱料金（企画料金）

の金額を明示することがある。

b. 旅行業者が、契約により手配し旅程を管理する義務を負う旅行サービスの範囲は、企画書面

に記載するところによる。

c. 企画書面に記載された企画の内容に関し、旅行業者に通信契約の申込みをしようとする旅行

者は、会員番号その他の事項を旅行業者に通知しなければならない。

d. 旅行業者は、契約書面において、確定された旅行日程、運送若しくは宿泊機関の名称をすべ

て記載した場合は、旅行者に対し確定書面の交付を要しない。

問12. 受注型企画旅行契約に関する次の記述から、誤っているものだけをすべて選んでいるものは

どれか。

(ア) 旅行業者は、契約責任者からの求めにより添乗員を同行させて旅程管理業務を行わせ

るときは、旅行代金とは別に当該添乗員の同行に係る費用を収受することができる。

(イ) 利用する宿泊機関の料金が、契約を締結した時点のものに比べて通常想定される程度

を大幅に超えて増額されるときは、旅行業者は旅行開始前にその旨を旅行者に通知す

れば旅行代金の額を変更することができる。

(ウ) 旅行業者が旅行代金の内訳として企画料金の金額を明示した企画書面を旅行者に交付

したときは、旅行者からの申込みの有無にかかわらず、旅行業者は当該企画料金を収

受することができる。

a. (ア) (イ) b. (ア) (ウ) c. (イ) (ウ) d. (ア) (イ) (ウ)
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問13. 募集型企画旅行契約と受注型企画旅行契約の相違点に関する次の記述から、正しいものだけ

をすべて選んでいるものはどれか。

(ア) 募集型企画旅行契約においては、契約書面のツアー・タイトル中に記載があった重要

な契約内容の変更は旅程保証の対象となるが、受注型企画旅行契約においては、同様

の規定はない。

(イ) 受注型企画旅行契約においては、旅行者が旅行業者に対し契約の内容を変更するよう

求めることができるが、募集型企画旅行契約においては、旅行者が旅行業者に対し契

約の内容を変更するよう求めることができる規定はない。

(ウ) 旅行者が旅行開始後、疾病、傷害等により保護を要する状態にあると認められたと

き、募集型企画旅行契約においては、旅行業者の判断により必要な措置を講ずること

があるが、受注型企画旅行契約においては、旅行業者は契約責任者の承諾を得た上で

なければ必要な措置を講ずることはできない。

(エ) 募集型企画旅行契約においては、旅行開始前に、旅行者が旅行業者があらかじめ明示

した参加旅行者の条件を満たしていないと判明したときは、旅行業者は契約を解除す

ることがあるが、受注型企画旅行契約においては、同様の規定はない。

a. (ア) (ウ) b. (イ) (エ) c. (ア) (イ) (エ) d. (ア) (ウ) (エ)

問14. 手配旅行契約に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

a. 旅行業者は、書面による特約をもって、申込金の支払いを受けることなく、契約の締結の承

諾のみにより契約を成立させることがあるが、この場合、契約の成立時期は、当該書面にお

いて明らかにする。

b. 旅行代金とは、旅行業者が旅行サービスを手配するために、運賃、宿泊料その他の運送・宿

泊機関等に対して支払う費用及び企画料金をいう。

c. 旅行業者は、宿泊サービスの手配のみを目的とする契約であって旅行代金と引換えに当該旅

行サービスの提供を受ける権利を表示した書面を交付するものについては、旅行者からの口

頭による申込みを受け付けることがある。

d. 旅行業者は、精算旅行代金が旅行代金として既に収受した金額に満たないときは、旅行者に

その差額を払い戻す。
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問15. 次の手配旅行契約において、旅行者が（1）及び（2）のそれぞれの状況で契約を解除した

場合に、旅行業者が当該旅行者に払い戻すべき金額の組合せのうち、正しいものはどれか。

（旅行代金はいずれも全額収受済とする。）

・旅行サービスに係る運送・宿泊機関等に支払う費用 120,000 円

・旅行業務取扱料金（変更手続料金及び取消手続料金を除く。） 10,000 円

・取消手続料金 10,000 円

・旅行者がすでに提供を受けた旅行サービスの対価 50,000 円

・旅行者がいまだ提供を受けていない旅行サービスに係る

運送・宿泊機関等に支払う取消料・違約料 30,000 円

(�) 旅行業者の責に帰すべき事由により、旅行者が旅行開始後に契約を解除した場合

(旅行業者に対する損害賠償の請求は考慮しないものとする。)

(�) 旅行者の都合で、旅行者が旅行開始後に契約を解除した場合

（�）の場合の払戻し額 （�）の場合の払戻し額

a. 80,000 円 30,000 円

b. 80,000 円 20,000 円

c. 70,000 円 30,000 円

d. 70,000 円 20,000 円

問16. 団体・グループ契約、団体・グループ手配における契約責任者に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

a. 募集型企画旅行契約において、旅行業者は、契約責任者が団体・グループに同行しない場

合、旅行開始後においては、あらかじめ契約責任者が選任した構成者を契約責任者とみな

す。

b. 受注型企画旅行契約において、構成者は、契約責任者の承諾を得なければ、契約上の地位を

第三者に譲り渡すことができない。

c. 受注型企画旅行契約において、旅行業者は、契約責任者が構成者に対して現に負い、又は将

来負うことが予測される債務又は義務については、何らの責任を負うものではない。

d. 手配旅行契約において、契約責任者は、旅行業者が定める日までに、旅行業者に、構成者の

名簿を提出し、又は人数を通知しなければならない。
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問17. 渡航手続代行契約及び旅行相談契約に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

a. 渡航手続代行契約は、電話等の通信手段による契約の申込みを受け付ける場合を除き、旅行

業者が契約の締結を承諾し、旅行者から所定の申込金を受理した時に成立する。

b. 旅行業者は、渡航手続代行契約により、実際に旅行者が旅券等を取得できること及び関係国

への出入国が許可されることを保証するものではない。

c. 旅行相談契約の履行に当たって、旅行業者が故意又は過失により旅行者に損害を与えたとき

は、損害発生の日から起算して�月以内に旅行業者に対して通知があったときに限り、旅行

業者はその損害を賠償する責に任じる。

d. 旅行者の相談内容が旅行地において施行されている法令に違反するおそれがあるものであっ

ても、旅行業者は、旅行相談契約の締結に応じなければならない。
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問18. 募集型企画旅行契約における旅行開始後の旅行業者による契約の解除に関する次の記述のう

ち、誤っているものをすべて選びなさい。（いずれも旅行者に理由を説明しているものとす

る。）

a. 旅行者が暴力団員であることが判明し、契約の一部を解除したときは、旅行者がいまだその

提供を受けていない旅行サービスに関する旅行業者の債務については、有効な弁済がなされ

たものとする。

b. 旅行者が病気により旅行の継続に耐えられないため、契約の一部を解除したときは、旅行者

がいまだその提供を受けていない旅行サービスに係る部分に係る金額から、当該旅行サービ

スに対して取消料、違約料その他の既に支払い、又はこれから支払わなければならない費用

に係る金額を差し引いたものを旅行者に払い戻す。

c. 運送機関の旅行サービス提供の中止により旅行の継続が不可能となり、契約の一部を解除し

たときは、旅行業者と旅行者との間の契約関係は将来に向かってのみ消滅する。

d. 旅行者が団体行動の規律を乱し、旅行の安全かつ円滑な実施を妨げたため、契約の一部を解

除したときも、旅行業者は、当該旅行者の求めに応じて、旅行の出発地に戻るために必要な

旅行サービスの手配を引き受けなければならない。

問19. 募集型企画旅行契約における旅行代金の払戻しに関する次の記述のうち、誤っているものを

すべて選びなさい。（いずれも通信契約でない場合とし、旅行代金は全額収受済とする。）

a. 旅行業者の責に帰すべき事由により、契約書面に記載した旅行日程に従った旅行の実施が不

可能となったため旅行開始前に旅行者が契約を解除した場合で、旅行業者が所定の期日まで

に旅行者に対し旅行代金全額を払い戻したときは、旅行業者は損害賠償の責に任じない。

b. 海外旅行において、旅行地で暴動が発生して旅行の継続が不可能となったため、旅行業者が

契約の一部を解除したことにより、契約書面に記載された日程より帰国日が早まった場合

で、旅行者に対し払い戻すべき金額が生じたときは、旅行業者は、旅行者の帰国した日の翌

日から起算して 30 日以内に旅行者に対し当該金額を払い戻さなければならない。

c. 参加旅行者の数が契約書面に記載した最少催行人員に達しなかったため、旅行業者が契約を

解除した場合、旅行業者は、解除の翌日から起算して�日以内に旅行者に対し旅行代金を払

い戻さなければならない。

d. 旅行開始日の前日から起算してさかのぼって�日目にあたる日より前に旅行者から契約解除

の申し出があった場合、旅行業者は、契約書面に記載した旅行開始日までに旅行者に対し旅

行代金を払い戻さなければならない。
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問20. 旅程保証に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選びなさい。

a. 利用航空便の大幅な遅延により、契約書面に記載した入場する観光施設に入場できなかった

場合、旅行業者は旅行者に対し変更補償金を支払う。

b. 確定書面に記載したレストランの過剰予約受付により、旅行開始前に旅行業者が他のレスト

ランに変更したため、旅行者が契約を解除した場合、旅行業者は当該旅行者に対して変更補

償金を支払わない。

c. 変更補償金を支払うべき契約内容の変更が生じ、旅行の実施に要する費用が減少した場合

で、旅行業者が旅行者に対しその減少額の払戻しをしたときは、旅行業者は当該旅行者に対

して変更補償金を支払わない。

d. 旅行業者が旅行者に対し変更補償金を支払った後に、当該契約内容の重要な変更について旅

行業者の過失が明らかになった場合には、旅行者は当該変更に係る変更補償金を旅行業者に

返還する義務を負う。
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第�問 日本航空の国際運送約款に関する問 21.〜問 25.について、その内容が正しいものには a.

を、誤っているものには b. を選び、解答用紙にマークしなさい。 （配点 �点×�）

問21. 航空券は、航空券の有効期間満了日の 24 時に失効するため、各搭乗用片による旅行は、航

空会社規則に別段の定めのない限り、満了日の 24 時までに最終目的地に到達しなければな

らない。

問22. 最初の国際線の運送区間の搭乗用片が使用されておらず、旅客がその旅行をいずれかの予定

寄航地から開始する場合であっても、航空会社は、その航空券の使用を認める。

問23. 旅客が、航空会社の許可なく、機内で、携帯電話機、携帯ラジオ、電子ゲーム等電子機器を

使用する場合、航空会社は航空会社の相当なる判断の下に、当該旅客の運送を拒否し、又

は、当該旅客を降機させることができる。

問24. 通過国又は到達国への旅客の入国不許可により、航空会社が適用法令等によりその旅客を出

発地又はその他の地点へ送還する場合には、旅客は、適用運賃、料金及び費用を支払わなけ

ればならない。

問25. 航空会社に対する責任に関する訴は、到達地への到達の日、航空機が到達すべきであった日

又は運送の中止の日から起算して�月以内に提起しなければならない。

第�問 日本航空の国内旅客運送約款に関する問 26.〜問 28.について、その内容が正しいものには

a. を、誤っているものには b. を選び、解答用紙にマークしなさい。 （配点 �点×�）

問26. 航空会社は、一旅客に対して二つ以上の予約がされており、且つ旅客が予約のすべてに搭乗

すると合理的に考えられないと判断した場合は、旅客の予約の全部又は一部を取り消すこと

ができる。

問27. 受託手荷物の引渡しを行う場合には、航空会社は、手荷物合符の持参人が、当該手荷物の正

当な受取人であるか否かを確かめなかったことにより生ずる損害に対し、賠償の責に任じ

る。

問28. 航空会社は、身体障がい者が自身のために同伴する盲導犬、介助犬及び聴導犬の機内への持

込みを認めている。
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第�問 一般貸切旅客自動車運送事業標準運送約款に関する問 29.について、その内容が正しい場合

には a. を、誤っている場合には b. を選び、解答用紙にマークしなさい。（配点 �点×�）

問29. バス会社が収受する運賃及び料金は、乗車時において地方運輸局長に届け出て実施している

ものによる。

第�問 モデル宿泊約款に関する問 30.について、その内容が正しい場合にはa. を、誤っている場合

にはb. を選び、解答用紙にマークしなさい。 （配点 �点×�）

問30. 宿泊客が、宿泊中に宿泊契約の申込み時に申し出た宿泊日を超えて宿泊の継続を申し入れた

場合、ホテル（旅館）は、その申し出がなされた時点で当初の宿泊契約が継続されたものと

して処理する。
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